
平成２６年度小野市（普通会計） 

バランスシート（小野市の資産と負債の状況） 

 

平平成成２２６６年年度度末末のの市市民民１１人人ああたたりり  

資資 産産            １１６６６６万万８８千千円円（（対対前前年年度度比比  ５５千千円円増増））   

負負 債債                ４４５５万万２２千千円円（（対対前前年年度度比比  ２２千千円円増増））   

純純  資資  産産        １１２２１１万万６６千千円円（（対対前前年年度度比比  ３３千千円円増増））   

 

 

 

 バランスシートは民間企業の財務諸表の１つで、市が所有する資産や負債の状

況を示すために作成し、その結果がとりまとまりました。 

平成２６年度末のバランスシートは、総務省方式改訂モデルで作成した結果、

取得､建設した土地､建物などの資産合計は ８２５億６，６９７万円となりました。 

公共施設整備基金の活用や売却可能資産の整理等により前年度から４億２,８７

４万円の減となっています。一方、負債合計は ２２３億９，６９２万円となり、

退職手当引当金の総額が減となったため、前年度から ７，８０７万円減りました。

資産から負債を差し引いた純資産は ６０１億７，００５万円となり、前年度から 

３億５，０６７万円減りました。 

資産の内訳では、土地や建物、道路などの整備費を積み上げた有形固定資産が  

７０６億２,７５６万円、売却可能資産が ９億７０４万円で、公共資産合計で全

体の８６.６％を占めています。 

また、有形固定資産の中では、道路や公園などの生活インフラ・国土保全費が ３

７７億２，７６８万円、小・中学校の校舎などの教育関係費が ２０１億８，９４

８万円とその大半を占めています。 

 負債は、地方債や退職手当引当金等を合わせた固定負債が ２０４億５，２７０

万円、流動負債として地方債の平成２７年度償還予定額が １５億９，０１３万円

となっています。 

これを市民 1 人あたりのバランスシートでみてみると、市民 1 人あたりの資産

は １６６万８千円、負債は ４５万２千円となり、純資産は １２１万６千円とな

りました。 

 

 平成 27 年９月１日 

小野市総務部財政課  

 

未 


